
















































































































































































































































































































項　　　　目』 COD廃液（原　水） COD廃液（中和水） 吸着処理水
pH 1．5 7．2 7．2
SS（ng／／） 40 89 89
Mn（M9／．tZ．） 5．1 N．D． N．D．
Ag（囎／Z） 802 796 97
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　表1の結果より，溶解性マンガンは中和処理の段階でほとんどが水酸化マンガンとして沈澱処
理されているが，SSは水酸化マンガンの沈澱により増加する。これらのことから，　COD測定廃液
の処理としては，中和処理によりマンガンを沈澱除去し，流動層一固定層併用装置により銀を回
収した後，懸濁浮遊物をろ過する方法をとれば，廃液処理と銀回収が有効に行うことができるも
のと思われる。
6　結　　言
　　COD測定廃液中からの銀回収方法として，キレート樹脂を用いた流動層吸着法を検討した。さ
　らに，COD測定廃液の処理の最適化について考察を行い，次の知見を得た。
（1｝銀吸着剤として，酸性溶液中ではスミキレートQ－10が最適であったが，中性溶液中ではダ
　　イヤイオンCR－10による吸着量が多い。
（2）キレート樹脂ダイヤイオンCR－10からの銀脱離液としては，2Nの硫酸が最適である。体
　　積濃縮率に対して最大の回収率を与えるキレート樹脂量が存在する。
（3）流動層一固定層併用装置を試作し，この装置を用いて実際のCOD測定廃液中の銀の回収を
　　行い，銀回収率0．41を得た。
　　これらの結果から，流動層一固定層併用装置を用いることによりCOD測定廃液からの銀回収
　とその廃液処理が行えることが示唆された。しかし，実用化に際しては流動層を多段化するなど
　銀回収率を上げる必要がある。さらにキレート樹脂の再生使用回数等など，処理コスト面での検
　討も必要と思われる。
使　　用 記 号
??????????
?
? ?
、。
??
試料溶液中の銀の初濃度
試料溶液中の銀残留濃度
キレート樹脂より脱着された銀濃度
キレート樹脂の銀吸着量
キレート樹脂中の銀残留濃度
銀回収率
反応時間
液流速
試料水量
脱離液量
キレート樹脂重量
　［m9／L］
　［　m9／L　］
　［　nzg／L　］
　［mg／g　］
　［mg／g　］
　　　［一］
　　［min　］
［cm／sec　］
　　　［L］
　　　［L］
　［g／　L］
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